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主 な 内 容

込
ま
れ
、
全
体
で
は
平
成
22
年
度
の

歳
入
を
下
回
る
見
通
し
で
す
。

　
歳
出
（
支
出
）
は
、
人
口
の
増
加

に
よ
り
児
童
な
ど
に
係
る
経
費
の
増

加
や
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
補

修
費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
歳

市
の
財
政
見
通
し

　
平
成
23
年
度
の
歳
入
（
収
入
）
は
、

景
気
の
低
迷
に
よ
る
影
響
や
高
齢
化

に
伴
う
所
得
の
減
少
な
ど
に
よ
り
歳

入
の
柱
で
あ
る
市
民
税
の
減
収
が
見

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

2010

No.669

11.15
■市の人事、行政運営などの状況を公表 …2・3
■パブリックコメント検討結果～後期基本計画～ … 4
■市民活動まつり2010 ………………………5
■申請は済んでいますか～児童扶養手当～ …6
■白井梨マラソン大会結果 …………………7
■星空ライブコンサート ……………………8

 

平
成
23
年
度

   

　
予
算
編
成
方
針
を
決
定

　
市
は
平
成
23
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
予
算
編
成
方
針
が
ま
と
ま
り
、
予
算
事
業
の
改
編

や
編
成
過
程
の
公
表
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
見
通
し

で
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
平
成
23
年
度
は
「
市
民
と
築
く
安

心
で
健
康
な
ま
ち
　
し
ろ
い
」
の
実

現
を
目
指
す
第
4
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
重
要
な

年
度
で
す
。
計
画
的
な
事
業
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
早
期
に

健
全
な
財
政
構
造
に
改
善
し
て
い
く

た
め
、
第
4
次
緊
急
財
政
健
全
化
計

画
な
ど
の
徹
底
し
た
推
進
を
図
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
捉
え
、
予
算
編
成

を
行
い
ま
す
。

　
主
な
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
で

す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
予
算
事
業
の
改
編
】

　
わ
か
り
や
す
い
予
算
と
す
る
た
め
、

第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

お
け
る
実
施
計
画
事
業
と
予
算
事
業

を
整
理
・
統
合
し
、
予
算
事
業
の
大

幅
な
改
編
を
行
い
ま
す
。

【
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
予

算
編
成
】

　
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
枠
配
分

方
式
で
は
歳
出
削
減
に
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算
規
模

を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
当

初
予
算
額
の
範
囲
内
で
予
算
要
求
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
ゼ
ロ
シ
ー
リ

ン
グ
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

平成23年度における重点事業
事業名 事業概要 担当課

学童保育所事業 入所希望児童数の増加に対応するため、白井第三小学童保育所の増設工事の実施 児童家庭課
小学校施設改修事業 災害時の避難場所に指定されている白井第三小学校体育館改修工事の実施設計 教育総務課

中学校施設改修事業 災害時の避難場所に指定されている白井中学校体育館、七次台中学校体育館の耐震補強工事に合わせて、トイレ改修、バリアフ
リー対策、設備改修などの実施と大山口中学校校舎改修工事の実施設計 教育総務課

地域防災計画推進事業 地域防災計画をより実践的なものとするため、防災体制全般の調査を行うとともに、計画の見直し、ハザードマップを作成 交通防災課
市役所庁舎改修事業 市役所本庁舎の耐震化やバリアフリー化、老朽化した機器更新に対応するため、改修工事に係る実施設計 財政課
障害者雇用・就労支援事業 障害者の自立支援を促すため、職場体験の機会の提供や就労支援員の配置など、一般就労に向けた支援体制の整備 社会福祉課
地域福祉計画策定推進事業 地域社会における市民の福祉向上を推進するため、市や社会福祉協議会、市民などが必要な施策や事業活動の計画を策定 社会福祉課
感染症予防事業 これまでの予防接種事業に加え、Hibワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、HPV（子宮頸がん）ワクチンの接種費用を助成 健康課

農産物ブランド化推進事業 農産物の付加価値を高めブランド強化を図るため、生産者などによる国内外での販路拡大・販売促進活動に対する支援を推進し、
市場などにおける消費宣伝活動の実施、チラシ・ポスターなどの作成と今後のブランド化推進の方針を検討 農政課

中小企業活性化支援事業 商工業の基盤の強化及び健全な発展を促進することにより、商工業の振興と調和の取れた地域社会の発展と市民生活の向上が図
られるため「（仮称）白井市商工振興条例」を策定 商工振興課

工業団地アクセス道路整備事業 工業団地の企業誘致や既存企業の活性化を図るため、工業団地へのアクセス道路の整備に向け、路線測量・予備設計（概略設計
を基にした具体的な設計）の実施 建設課

環境基本計画推進事業 健全で良好な環境を保全・維持するため、平成24年度を初年度とする次期計画を策定 環境課
アスベスト分析調査・除去工事
補助事業 アスベストによる市民の健康被害防止や生活環境保全を図るため、建築物の吹き付けアスベストの分析調査費などを助成 都市計画課

ごみの減量化推進事業  ごみの減量化を推進し、ごみ処理に係る負担金を軽減するため、市民への啓発を行うとともに、生ごみの減量化に向けた生ご
みの堆肥化の調査・研究を行い、生ごみ処理容器などの購入費を助成 環境課

美しい景観形成推進事業 市にふさわしい良好な都市景観・田園景観の形成に向けた景観に関する方針（景観基本計画）を策定 都市計画課
市道新設改良事業 安全で円滑な道路交通を確保するため、幹線市道の整備、一般市道の拡幅などの改良や必要性の高い未舗装道路を舗装 建設課
市道維持修繕事業 破損の著しい舗装道路や排水施設などを補修 建設課
雨水排水施設整備事業 白井地区の一部で発生している浸水被害の対策を目的に雨水管を整備 上下水道課
七次中継ポンプ場更新事業 設備の経年劣化などのため平成26年度までに同一敷地内に耐震構造で建て替えし、うち平成23年度は土木と建築工事を実施 上下水道課

（仮称）自治基本条例策定事業 地域のことは地域に住む人が決めて行動する市民自治を進めるため、その基本となる理念や原則などを定める「自治基本条例」
の制定に向けた調査・研究、策定手法の検討を実施 企画政策課

　市では平成23年度のまちづくりを推進するに当たり、限られた財源を優先的・重点的に配分し、市民のニーズに応えるため重点事業を選
定しました。選定した重点事業は、子宮頸

けい
がんや肺炎球菌などのワクチン接種費用を助成する感染症予防事業や、地域の防災体制強化のため、

計画の見直しを行う地域防災計画推進事業など下表のとおりです。
■問　企画政策課企画政策班　内線3352・3・6

◆ 平成23年度における重点事業を選定 ◆

【
事
務
事
業
評
価
を
踏
ま
え
た
予
算

要
求
の
徹
底
】

　
事
業
担
当
部
課
は
事
務
事
業
評
価

の
結
果
を
真し

ん
し摯
に
受
け
止
め
、
結
果

を
踏
ま
え
た
予
算
要
求
を
し
ま
す
。

【
市
民
要
望
の
的
確
な
把
握
】

　
市
民
か
ら
の
要
望
を
的
確
に
把
握

し
、
緊
急
性
・
重
要
性
な
ど
に
よ
り

優
先
順
位
付
け
を
し
た
上
で
予
算
編

成
を
行
い
ま
す
。

【
重
点
事
業
の
選
定
】

　
平
成
23
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組

む
事
業
を
事
前
に
選
定
し
、
明
確
に

し
た
上
で
予
算
編
成
を
行
い
ま
す
。

【
予
算
編
成
過
程
の
公
表
】

　
予
算
編
成
の
透
明
性
を
図
る
た
め
、

予
算
編
成
過
程
を
公
表
し
ま
す
。

　
事
業
担
当
部
課
か
ら
の
予
算
要
求
、

財
政
課
に
よ
る
査
定
、
市
長
に
よ
る

査
定
を
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し
た
段
階
で

要
求
や
査
定
状
況
の
概
要
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
次
の
と
お
り
3
回
に
わ

た
り
実
施
し
ま
す
。

1
回
目

　
事
業
担
当
部
課
か
ら
の
予

算
要
求
（
平
成
22
年
11
月
中
旬
〜
）

2
回
目
　
財
政
課
に
よ
る
査
定
（
平

成
22
年
12
月
下
旬
〜
）　

3
回
目
　
市
長
に
よ
る
査
定
（
平
成

23
年
1
月
下
旬
〜
）

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2

　平成23年度の予算編成方針
と重点事業について説明するた
めのタウンミーティングを開催
します。
　皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
日時　12月26日㈰午前10時～
場所　保健福祉センター
内容　平成23年度当初予算編
成方針、平成23年度における重
点事業
※事前の申し込みは必要ありま
せん。
■問　財政課財政班　内線3331・2

予算に関する
タウンミーティング

後期基本計画策定に向けた分野別ワークショップ



市の人事、行政運営などの
状況を公表します

　市の職員数や職員の給与、勤務時
間などの勤務条件、服務の状況など
をお知らせします。

■問　総務課人事班　内線3314

（エ）職員手当の状況
　職員には給料および職員手当が支給されますが、平成22年4月1日現在の職員手当の内
容は次のとおりです。各手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に支給された職員の平
均額です。支給実績は平成21年度普通会計決算の状況です（児童手当は養育者に対して
支給される社会保障制度であり、市の職員手当として支給されていないため含まれてい
ません）。

区分 内容・支給状況 国の制度
との異同

扶養
手当

扶養親族のある職員に支給します。
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がない場合は、1
人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算。

同じ

支給
実績 35,842 千円 支給対象職員数 153人 支給職員1人当たりの平均支給年額 234,261円

住居
手当

借家などに居住し家賃を支払っている職員などに支給します。
●借家の場合　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家賃月
額12,000円を超える場合に限る） 同じ
支給
実績 9,562千円 支給対象職員数 63人 支給職員1人当たりの平均支給年額 151,778円

通勤
手当

電車・バス、自家用車などにより通勤する職員に支給します。
●電車・バスを利用する場合　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000
円まで全額支給
●自家用車などを使用する場合　使用距離に応じて月額2,000円から
24,500円までを支給
※通勤距離が片道2ｋｍを超える職員が対象です。

同じ

支給
実績 23,086千円 支給対象職員数 332人 支給職員1人当たりの平均支給年額 69,536円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額支給します。
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円
※人件費の抑制措置により10％減額。

官職に
応じて
66,400
円から
117,500
円まで
（定額制）

支給
実績 25,939 千円 支給対象職員数 34人 支給職員1人当たりの平均支給年額 762,912円

管理職
特別
勤務
手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要により休日など
に勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円までを支給します（勤
務時間が6時間を超える場合は50％増し）。

官職区分
に応じ
て6,000
円から
12,000円
まで（勤
務時間が
6時間を
超える場
合は50％
増し）

支給
実績 ― 支給対象

職員数 ― 支給職員1人当たりの
平均支給年額 ―

地域
手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映されたものにす
るための手当です。
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100
※人件費の抑制措置により5/100に減額。

支給地域
に応じて
3～ 18％

支給
実績 88,910千円 支給対象職員数 379人 支給職員1人当たりの平均支給年額 234,591円

特殊
勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著しく特殊な
勤務に従事したときに支給します。
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅病人1件
に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

用地交渉
等手当、
防疫等作
業手当な
ど、全27
手当

支給
実績 41千円 支給対象職員数 3人 支給職員1人当たりの平均支給年額 13,667 円

時間外
勤務
手当 

（休日勤
務手当
を含む）

通常の勤務時間を超えて勤務したときに支給します（管理職を除く）。
●勤務日における時間外勤務1時間に付き　当該職員の時間給単価×
125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務1時間に付き　当該職員の時間給単価×
135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は160/100）

同じ

支給
実績 76,284千円 支給対象職員数 212人 支給職員1人当たりの平均支給年額 359,830円

期末・
勤勉
手当

同じ

支給
実績 554,035千円 支給対象職員数 362人 支給職員1人当たりの平均支給年額 1,530,483円

退職
手当

退職手当は退職時の給料月額に下表の支給率を乗じて基本額とし、在
職中の職務の級に応じて決定される調整額と合算した金額となります。
退職手当制度の改正によって緩和措置として3年間の経過措置があり、
旧制度と新制度のいずれかを支給します。
●退職勧奨による退職の場合　定年年齢との差1年につき2％加算
（20％限度）
●定年前早期退職の場合　定年年齢との差1年につき3％加算（30％限
度）
　支給職員1人当たりの平均支給額　15,025千円

同じ

民間のボーナスに相当する手当です。
期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合

手当 6月期 12月期 年計
期末手当 1.25月 1.50月 2.75月
勤勉手当 0.70月 0.70月 1.40月
計 1.95月 2.20月 4.15月

※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職制上の
職務の級による加算処置があります。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分
勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分
※退職手当は千葉県市町村総合事務組合で共同処理しており、同組
合の退職手当条例で支給率が規定されています。
退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係
る職員に支給された平均額で、定年退職者に限るものではありませ
ん。

◆職員の任免および職員数の状況

（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数 対前年

増減数
主な増減理由

平成21年 平成22年
一般行政

（うち福祉部門）
303人

（109人）
313人

（116人）
10人
（7人）

―
教育 81人 76人 △5人

公営企業など 40人 40人 0人

合計 424人 429人 5人

採用32人（新規採用職員12人、任期付職
員13人、派遣職員7人）
退職27人（定年退職7人、勧奨・早期退
職3人、自己都合退職4人、任期満了5
人、派遣職員8人）

※職員数は市長・副市長を除く職員の人数で、地方公務員の身分を保有する休職者・
育児休業者とその代替職員を含み、臨時・非常勤職員は除いています。
　△はマイナスを表します。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況
　平成22年4月1日現在の一般行政職職員の級別職員数の状況は次のとおりです。
区分 1級 2級 3級

主任主事
4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級

計標準的な職務
内容

主事補 主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
― ―

技師補 技師 主任技師 主幹 参事
職員数（人） 7 9 81 56 46 29 29 8

― ―

265
うち昇任者数 ― 6 4 3 5 6 ― ― 24
うち降任者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
構成比（％） 2.7 3.4 30.6 21.1 17.4 10.9 10.9 3.0 100

千葉県の標準
的な職務

主事 主事
副主査
主任主事 主査 

（副主査）
副主幹
（主査）

主幹 
（副主幹）

課長 
（主幹）

局長
担当
部長 部長

技師 技師 主任技師 次長 理事
※一般行政職職員の職務は、その複雑・困難および責任の程度に基づいて1級から8級
に分類され、標準的な職務はそれぞれの級における代表的な職名です。
　一般行政職とは税務職・医療技術職・看護保健職・福祉職・企業職・技能労務職以
外の事務・技術職などです。

◆職員の給与の状況
（ア）人件費の状況
　平成21年度普通会計（決算）における人件費の状況は次のとおりです。

区分
住民基本台帳人口 
（平成21年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

（参考） 
20年度の
人件費率

白井市 60,334人
17,387,417
千円

747,985
千円

3,258,922
千円

18.7% 18.6%

類似団体
平均

68,418人
21,907,287
千円

828,416
千円

4,811,196
千円

22.0% 23.9%

※普通会計とは一般会計と給食会計を合わせたもの（水道会計と下水道会計などの特
別会計を除いたもの）で、決算統計上、ほかの地方公共団体相互間の比較や時系列比
較が可能となるよう用いられているものです。
　人件費とは職員に支給された給与、共済組合事業主負担金、公務災害補償基金負担
金、市長など常勤の特別職・議員・教育委員会委員・選挙管理委員会委員などの非常
勤特別職に支給された給料･報酬などの総額です。
　実質収支とは歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
で、純剰余額を示すものです。
　類似団体平均とは県内で人口規模、産業構造が類似している団体（銚子市、館山市、
茂原市、東金市、君津市、富津市、袖ケ浦市、八街市、印西市、富里市、香取市、山
武市）を単純平均したものです。

（イ）職員給与費の状況
　平成21年度普通会計（決算）における給与費の状況は次のとおりです。

区分
職員数
（A）

給与費 １人当たりの
給与額
（B/A）

給料 職員手当
期末・
勤勉手当

計（B）

白井市 388人
1,420,683
千円

259,664
千円

554,035
千円

2,234,382
千円

5,759千円

類似団体
平均

535人
2,113,260
千円

346,000
千円

792,868
千円

3,252,128
千円

6,079千円

※給与費は人件費のうち職員に支給される給料と職員手当（退職手当を除く）です。

（ウ）ラスパイレス指数の状況（平成21年4月1日現在）
白井市 99.9 千葉県内の市平均 101.3

※ラスパイレス指数とは国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
水準を示す指数です。
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（オ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況
　平成22年4月1日現在の一般行政職および技能労務職の職員の平均給料月額・平均給与
月額・平均年齢は次のとおりです。

一般行政職職員 技能労務職職員
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

354,931円 417,267円
（393,413円） 44.2歳 271,797円 301,535円

（293,654円） 53.0歳

※（　）内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができるよう通
勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。

（カ）職員の初任給の状況
　平成22年4月1日現在の学校卒業後すぐに採用された場合の初任給と、その後引き続き2
年間勤務した場合の給料月額は次のとおりです。

区分
白井市 千葉県 国

初任給 2年後の
給料 初任給 2年後の

給料 初任給 2年後の
給料

一般
行政職

大学卒 178,800円 192,800円 178,800円 192,800円
Ⅰ種  181,200円 Ⅰ種  200,000円
Ⅱ種 172,200円 Ⅱ種 185,800円

高校卒 144,500円 155,700円 144,500円 155,700円 140,100円 149,800円
※国家公務員の大学卒のⅠ種とは国の各行政分野の中枢を担う職をいい、Ⅱ種とは各行
政分野の基盤を担う中堅職をいいます。　

（キ）職員の学歴別・経験年数別給料月額の状況

　平成22年4月1日現在の職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況は次のとおりです。

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 265,500円 323,157円 359,350円
高校卒 256,200円 274,350円 309,133円

技能労務職 高校卒 ― ― 240,275円

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況
　市役所本庁舎に勤務する職員などの主な勤務時間は次のとおりです。
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後5時15分 正午から午後1時まで 日曜日・土曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変更すること
により対応しています。

（イ）休暇等の状況
　平成21年中の休暇などの状況は次のとおりです。

休暇の種類 休暇日数など 使用実績

有
給
休
暇

年次有給
休暇 年次休暇 1年に付き20日間（前年に未使用日数がある場

合は、最大20日を翌年繰越）
平均使用日数
12.2日

病気休暇 病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、必
要最小限度の期間

取得件数
41件

特別休暇

夏季休暇 7月から9月までの間において5日 平均使用日数
4.7日

産前・産後
休暇

●妊娠した職員に対して出産予定日前8週間
（多胎妊娠の場合14週間） 
●出産した職員に対して出産日の翌日から8週間

取得件数
22件

ドナー休暇
職員が骨髄移植のための骨髄液の提供者とし
て検査・入院などが必要である場合、必要と
認める期間

取得件数
0件

配偶者出産
休暇

職員の配偶者の出産当日から2週間以内におい
て3日の範囲

取得件数
6件

育児時間
休暇

生後1年未満の子を養育する職員に対して1日
に付き2回（計1時間）

取得件数
0件

忌引休暇 親族の喪にあった職員に対して続柄および死
亡時の生計関係に応じ、1日から10日の範囲

取得件数
54件

結婚休暇 婚姻する職員に対して5日 取得件数
4件

ボランティア
休暇

職員が自発的に報酬を得ないで災害被災地で
の支援活動などの社会に貢献する活動を行う
場合、1年に5日の範囲

取得件数
0件

長期勤続者
特別休暇

20年または30年勤続した職員に対して、心身
のリフレッシュ、自己研さんを図るため
連続した3日または5日の範囲

取得件数
25件

子の看護
休暇

小学校就学前の子を養育する職員がその子を
看護する必要がある場合、1年に5日間の範囲

取得件数
57件

無
給
休
暇

介護休暇

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわた
り父母・子など親族を介護しなければならな
い場合、6カ月を限度として必要と認められる
期間

取得件数
1件

育児休業 
（平成21年度実績）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3
歳に達する日までの期間を限度とする期間

取得件数
22件

育児部分休業 
（平成21年度実績）

小学校就学前の子を養育するため1日2回30分
単位で2時間を超えない範囲

取得件数
6件

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の制度概要と処分状況
　分限処分とは公務能率の維持を目的にした処分です。
　平成21年度における分限処分の状況は次のとおりです。

処分事由
処分者数（人）

免職 休職 降任 降給
勤務実績が良くない場合
心身の故障の場合 3
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定員の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

計 3

（イ）懲戒処分の制度概要と処分状況
　懲戒処分とは職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図ることを目的
とした制裁的な処分です。
　平成21年度における懲戒処分は次のとおりです。

処分事由
処分者数（人）

免職 休職 減給 戒告
法令に違反した場合 1
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

計 1

　職員は職務命令に従う義務､信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念す
る義務、営利企業などへの従事制限などが課せられています。職務専念義務は選挙権
の行使や厚生に関する計画の実施に参加する場合など、合理的な理由がある場合に限
り免除されることがあります。
　平成21年度における職務専念義務免除の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 免除件数
人間ドックの受診 117件 117件

官公庁競技大会参加など 53件 53件
　営利企業などに従事する場合または、勤務時間外に報酬を得てほかの事業に従事す
る場合などは、任命権者の許可を受けることが必要になります。
　平成21年度における営利企業等従事許可の状況は次のとおりです。

区分 申請件数 免除件数
事業所企業統計調査事務など 5件 5件

◆職員の服務の状況

◆職員の研修および勤務成績の評定の状況
（ア）職員研修の状況
　市では職員の能力向上のため研修を実施しています。
　平成21年度の研修の参加状況は次のとおりです。

研修機関など 主な研修内容 参加
職員数

自治大学校 税務専門課程徴収事務コース・自治大学校 3人
千葉県自治専門校 法制実務・税務事務・各階層別研修など 37人

印旛郡市市町村職員研修 新規採用職員・初級職員・中級職員・地方自治制度研修など 26人

市人事担当課研修 新規採用職員・クレーム対応・メンタルヘルス・公
務員倫理研修 226人

そのほか 公有財産管理実務・建築構造審査研修など 14人

（イ）勤務成績の評定の状況
　勤務成績の評定は､職員の勤務能率の発揮と増進を目的に、職員の執務について
の能力や実績などについて職種別に5段階で評価を行います。評定は10月1日を基準
日とする中間評定と3月1日を基準日とする年間評定があります。評定結果について
は昇給や勤勉手当などに活用しています。
　平成21年度の評定結果は次のとおりです（平成22年3月1日基準日）。

区分 A
（極めて良好）

B
（特に良好）

C
（良好：標準）

D
（やや良好でない）

E
（良好でない）

昇給 19人 68人 265人 6人 1人
勤勉手当 27人 111人 236人 5人 1人
※勤務評定は常勤の一般職に属する職員について実施します。ただし次の①から③
のいずれかに該当する職員は除いています。
①休職、病気休暇そのほかの理由により公正な勤務評定を行うことが困難であると
認める職員
②評定者と被評定者との間に監督関係が発生した日から引き続き3カ月を経過しな
い職員
③そのほか市長が勤務評定が必要ないと認める職員
◆職員の福祉および利益の保護の状況
（ア）共済制度の概要
　市の職員は千葉県市町村職員共済組合に加入しています。共済組合では職員とその
被扶養者の病気・けが・出産・死亡などに対して行う｢短期給付事業｣、職員の退職・障害・
死亡に対して行う｢長期給付事業｣、健康の保持増進事業や住宅資金の貸し付けなどの
｢福祉事業｣を行っています。
　平成22年4月1日現在の一般職の共済組合負担金の負担率は次のとおりです。

区分 短期負担金 長期負担金 福祉負担金 介護負担金 事務費

給料に掛ける率 46.875/1000 137.7125/1000 2.9625/1000 5.8375/1000 817円
期末・勤勉手当に
掛ける率 37.50/1000 110.17/1000 2.37/1000 4.67/1000 －

（イ）公務災害補償
　職員が公務上の災害（負傷、疾病、障害または死亡）または通勤による災害を受け
た場合、職員または職員の遺族が損害の補償を受けられます。
　平成21年度の災害補償の実施状況は次のとおりです。

区分 災害概要 申請件数 認定件数
公務災害 職務中のけが 2 3
通勤災害 ― ― ―

（ウ）健康診断等の実施状況
　定期健康診断は労働安全衛生法により義務付けられています。成人病検査、人間ドッ
クについては職員とその被扶養者の健康の保持増進、疾病予防に役立てるために共済
組合事業として実施しています。
　平成21年度の健康診断などの実施状況は次のとおりです。

区分 対象者数 受診者数
定期健康診断 424人 409人

成人病検査・人間ドック 327人 176人
※ 成人病検査、人間ドックについては35歳以上の職員が対象となります。

◆平成21年度公平委員会業務の状況
　公平委員会とは職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するための機関です。
　平成21年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告については次のと
おりです。

勤務条件に関する措置の要求に係る事項 該当する案件はなかった
不利益処分に関する不服申し立てに係る事項 該当する案件はなかった

◆特別職等の給料などの状況（平成22年4月1日現在）
　特別職の給料などは次のとおりです。現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用
しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期　1.90月分

12月期　2.15月分
計　4.05月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期　2.10月分

12月期　2.30月分
計　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料の（　）内は減額措置を行った後の金額です。

◆人件費抑制措置
　厳しい財政状況を踏まえ、次のとおり人件費の減額措置を行っています。

区分 抑制措置 内容 期間

市長・副市長・教育長 給料月額の減額 給料月額の2％～
10％減額

平成21年4月1日～
平成24年12月9日

管理職 管理職手当の減額 手当月額を10％減額 平成22年4月1日～
平成25年3月31日

一般職 地域手当の減額 支給率を1％減額 平成22年4月1日～
平成25年3月31日
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　白井駅前駐輪場は7月1日から、西
白井駅前駐輪場は10月1日から有料
許可制となりました。許可標を張っ
た自転車・排気量50㏄以下の原動
機付自転車以外は利用できません
（一時利用券購入者は除く）。
　指定駐輪場以外への駐輪や無許
可駐輪、さらに歩道や店舗敷地へ
の放置はやめましょう。また原動
機付自転車による歩道走行は危険
ですので絶対にやめましょう。
【平成23年3月31日㈭までの定期利用】
　現在空きがある駐輪場では、随時利用者を先着順で受け付けています。
　空き状況は交通防災課で確認してください。
【平成23年4月1日㈮からの定期利用】
　市営駐輪場を定期利用するには年度ごとに申請が必要です。
　平成23年4月1日㈮からの利用申し込みは平成22年12月1日㈬から24日
㈮まで受け付けます。
　申請書の配布・申請方法などの詳細については広報しろい12月1日号で
お知らせします。
■問　交通防災課交通防災班　内線3322・3

白井駅・西白井駅前駐輪場

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
を
踏
ま
え
、
担
当
部
署
や
庁
内

会
議
を
経
て
、
市
の
検
討
結
果
（
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
）
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。
検
討
結
果
に
つ
い

て
は
、
原
案
に
取
り
入
れ
た
も
の
や

原
案
を
修
正
し
た
も
の
を
「
修
正
」、

原
案
の
文
面
で
読
み
取
れ
る
も
の
や

含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
「
既
掲
載
」、

原
案
に
は
反
映
で
き
な
い
が
今
後
計

画
を
進
め
て
い
く
上
で
参
考
と
す
る

も
の
を
「
参
考
」、
原
案
に
は
反
映

で
き
な
い
が
、
意
見
と
し
て
伺
っ
た

も
の
を
「
そ
の
ほ
か
」
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
（
右
下
表
の
と
お
り
）。

　
50
件
の
意
見
の
う
ち
、
抜
粋
し
た

も
の
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

意
見
〔
計
画
の
進
行
管
理
〕

　
全
体
と
し
て
計
画
の
た
め
の
計
画

の
感
が
あ
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が

な
い
。
こ
の
計
画
の
進
行
管
理
は
ど

う
や
っ
て
い
く
の
か
。

　
毎
年
、
具
体
的
事
業
と
達
成
度
を

市
民
に
見
え
る
形
で
評
価
す
る
の
か
。

市
の
考
え
方
（
そ
の
ほ
か
）

　
後
期
基
本
計
画
は
、
住
民
意
識
調

査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
や
市
の
特
性
な
ど
を
盛

り
込
み
計
画
原
案
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　
計
画
の
進
行
管
理
は
、
施
策
指
標

や
実
施
計
画
事
業
の
進
行
管
理
を
行

い
、
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

意
見
〔
保
育
園
の
整
備
な
ど
〕

　「
子
育
て
支
援
の
推
進
に
お
い
て
、

保
育
園
の
施
設
の
良
好
な
維
持
管
理

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
民
間
活
力
に

よ
る
新
た
な
保
育
園
の
整
備
や
運
営

を
支
援
す
る
こ
と
で
、
待
機
児
童
を

解
消
し
ま
す
。」
と
あ
る
が
、
基
本

計
画
で
委
託
を
前
提
に
計
画
に
乗
せ

る
の
は
ど
う
か
。

　
事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し

て
「
保
育
園
の
整
備
と
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
行

政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

市
の
考
え
方
（
そ
の
ほ
か
）

　
保
育
園
の
整
備
に
対
す
る
国
の
補

助
が
な
く
な
っ
た
現
在
、
市
単
独
予

算
で
公
立
保
育
園
の
新
た
な
建
設
は

非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
た

め
民
間
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
補
助

制
度
を
活
用
し
支
援
す
る
こ
と
で
整

備
を
促
進
し
、
待
機
児
童
を
解
消
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
の
整
備
や
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
時
間
外

保
育
、
病
後
時
保
育
な
ど
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

意
見
〔
食
育
の
機
会
〕

　「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
の
食
育

と
の
関
連
で
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
ご
と
に
項
目
立
て

し
た
だ
け
で
、
擦
り
合
わ
さ
れ
て
い

な
い
。

　
食
育
の
絶
好
の
機
会
を
自
ら
放
棄

し
て
い
る
。

市
の
考
え
方
（
修
正
）

　
食
育
推
進
の
観
点
か
ら
「
地
元
の

食
材
を
利
用
す
る
な
ど
学
校
給
食
を

通
じ
て
食
育
を
推
進
し
ま
す
。」
と

連
携
し
た
施
策
展
開
を
進
め
て
い
く

た
め
、
農
業
の
振
興
の
な
か
で
「
安

全
で
新
鮮
な
農
産
物
を
地
元
で
消
費

す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
健
全
な
食
生
活
が
で

き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

『
食
育
』
を
支
援
し
ま
す
。」
を
追
加

し
ま
す
。

意
見
〔
公
共
施
設
耐
震
化
〕

　
市
の
公
共
施
設
、
特
に
学
校
の
耐

震
化
を
早
急
に
完
了
す
る
こ
と
。

　
市
民
が
唯
一
身
を
寄
せ
る
と
こ
ろ

は
公
共
施
設
で
あ
る
。

市
の
考
え
方
（
既
掲
載
）

　
学
校
施
設
（
校
舎
・
体
育
館
）
の

耐
震
補
強
工
事
は
、
平
成
28
年
度
事

業
完
了
に
向
け
計
画
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
改
修
が
必
要
な
9
校
の
う

ち
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
4
校
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
改
修
は
平
成

26
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

意
見
〔
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
新
設
〕

　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
新
設
に
つ
い
て
触
れ
て

い
な
い
の
で
、
新
項
目
と
し
て
「
市

民
向
け
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
子
ど
も
向

け
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
新
設
し
ま
す
。」

と
い
う
文
を
追
加
す
べ
き
と
思
う
。

市
の
考
え
方
（
そ
の
ほ
か
）

　
市
で
は
平
成
21
年
度
に
運
動
公
園

多
目
的
広
場
を
建
設
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
面
ス
ポ
―
ツ
施
設
の
新
設

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
有
る

ス
ポ
―
ツ
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

そ
の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
施
設
の
不
足
な
ど
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
・
学
校
を
有
効
利
用
し
て

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

意
見
〔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
〕

　「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
な
ど
し
て
、
市
民
自
治

に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
ま

す
。」
と
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
と
は
何
を
す
る
人
な
の
か
。

具
体
性
が
全
く
な
く
、
市
民
向
け
の

リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ほ
か
で
も
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
の

計
画
に
出
て
く
る
が
、
機
能
し
て
い

る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

市
の
考
え
方
（
そ
の
ほ
か
）

　
住
民
や
地
域
団
体
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
る
専
門
的
な
知

識
や
技
能
を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
で
、
市
民
自
治
の
関
心

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
検
討
結
果

　

　
　
　
　
〜
後
期
基
本
計
画
〜

　
市
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
後
期
基

本
計
画
（
原
案
）
を
策
定
し
、
皆
さ
ん
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
た
結
果
、

50
件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

す
。
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
、
行
政
だ
け
で
は
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
詳
細
な
進
め
方

な
ど
は
今
後
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
記
述
は
よ
り
理
解
し
や
す
い
よ

う
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
担
い
手
と
し
て
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
な
ど
、

市
民
自
治
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を

高
め
ま
す
。」
と
変
更
し
ま
す
。

議
会
に
上
程

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
や
総
合
計
画
審
議
会
の
審
議
を

踏
ま
え
、
修
正
を
加
え
た
「
白
井
市

後
期
基
本
計
画
（
案
）」
を
12
月
議

会
定
例
会
に
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　
基
本
計
画
（
案
）・
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
検
討
結
果
の
全
文
は
、
市

役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
2
・
3

パブリックコメント検討結果件数

区分 件数

修正 6

既掲載 6

参考 15

そのほか 23

意
見
と
市
の
考
え
方

　市は長期財政推計をベースとして、第4次緊急財政健全化計画お
よび行政改革実施計画の効果額（約13億5,700万円）や国や県の制
度改正など直近の財政状況を踏まえ、後期基本計画の実施期間（5
年間）の財政の見通しを作成しました。
　今後も厳しい財政状況が予測され、5年間で約12億3,900万円の
財源不足額が見込まれており、市の貯金である財政調整基金の取
り崩しやそのほか基金の活用などにより対応していく予定です。
　基本計画期間における5年間の計画事業費は約304億1,400万円で、
その収支は下表のとおりです。
【用語説明】
●行政改革実施計画
　これまでの業務内容や手法を変革していくための基本的な考え
方を示した行政改革大綱の目標を実現するため、具体的な取り組
み項目を明らかにした計画です。

歳入  　　　　金額単位：百万円
区分 金額 構成比

市税 43,008 52.6㌫
分担金・負担金・
使用料・手数料 2,800 3.4㌫

地方交付税 4,273 5.2㌫

国・県支出金 14,488 17.7㌫

地方債 7,962 9.8㌫

基金
繰入金

財政調整
基金 1,239 1.5㌫

そのほか
基金 771 0.9㌫

そのほか 7,238 8.9㌫

合計 81,779 100㌫

歳出　　　　  金額単位：百万円
区分 金額 構成比

人件費 16,913 20.7㌫

物件費 12,971 15.9㌫

扶助費 17,972 22㌫

公債費 7,146 8.7㌫

補助費など 13,454 16.4㌫

普通建設事業費 7,700 9.4㌫

そのほか　 5,623 6.9㌫

合計 81,779 100㌫

うち本計画（案）
の事業費 30,414 37.2㌫

※数字は一般会計と学校給食共同調理場事業特別会計を合算した
普通会計ベースです。
　歳入の「そのほか」は地方譲与税、交付金、諸収入などが含ま
れます。
　歳出の「そのほか」は維持補修費、投資・出資金、繰出金など
が含まれ、「本計画（案）の事業費」はすべての歳出区分のうち、
本計画（案）に位置付けられている事業費の合計です。

基本計画期間（5年間）の収支

財政の見通し

白井駅前駐輪場
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粗大ごみ処理券取扱店

地区 店舗名

神々廻
斉藤牛乳店
セブンイレブン白井神々廻店

白井
水戸屋
山口屋商店

根

ケーヨーデイツー白井店
シャディホームハタヤ
セブンイレブン白井根店
セブンイレブン白井大山口店
タイヨーシロイマート店
ナリタヤ食彩館白井店
ドラックストアマツモトキヨシ白井東店
ランドロームフードマーケット西白井店
セブンイレブン白井ベリーフィールド店

冨士

食鮮館ヒフミ
スリーエフ白井冨士店
セブンイレブン白井冨士店
ドラックストアマツモトキヨシ白井店
ヤマザキショップいなだや
ジャンボエンチョー白井店

木 セブンイレブン白井折立店

冨塚
水車屋商店
ハタヤ本店
松屋商店本店

中 松屋商店公民センター売店
河原子 ミニストップ白井河原子店
十余一 ウエルシア薬局白井十余一店
谷田 ミニストップ千葉ニュータウン白井店
西白井 セーブオン千葉白井店
清水口 マルエツ西白井店

堀込
マルエツ白井店
エーエム・ピーエム千葉白井堀込店

南山 ミニストップ千葉ニュータウン南山店

桜台

セブンイレブン白井桜台店
ドラックストアマツモトキヨシ千葉
ニュータウン中央店
ナリタヤ食彩館千葉ニュータウン店

けやき台
セブンイレブン西白井駅前店
ドラックストアマツモトキヨシ西白井店

笹塚
ホーマックスーパーデポ白井店
トウズ白井駅前店
セブンイレブン白井笹塚店

印西市 ジャスコ千葉ニュータウン店

鎌ケ谷市
ジャスコ鎌ケ谷店
サンクス鎌ケ谷軽井沢店

※9月1日現在の登録店です。

　平成22年度の住宅用太陽光発電システム設置費補助の申請受け
付けは終了しました。次回の受付期間は広報しろいや市ホームペー
ジでお知らせします。
　申請を予定している人で平成23年2月28日㈪までに工事完了予
定の人は、数を把握したいので環境課へ連絡してください。
■問　環境課環境保全班　内線3277へ 

太陽光発電システム設置費補助の受け付け終了

　商店・工場・病
院・学校などで
「取り引き」や「証
明」に使用してい
る計量器は、計量
法に基づき2年に
1回の定期検診が
必要です。
日時　12月13日㈪・14日㈫　午前10時
30分～午後3時
場所　市役所車庫
■申・■問　11月30日㈫までに商工振興課
商工振興班　内線3242へ

計量器の定期検査

　ペットボトル用収集ネットに瓶が混入してい
るケースがあります。
　瓶が混入していると、処理機械が破損する恐
れがありますので、瓶・缶・ペットボトルは適
正に分別し、資源ごみとして出しましょう。
■問　印西クリーンセンター業務班☎0476（46）
2732

ごみは適正に分別しましょう

粗
大
ご
み
を
捨
て
る
に
は

　
粗
大
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
り
正
し

く
捨
て
ま
し
ょ
う
。

◆
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
む

◦
事
前
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
み
、
品
目
、
個
数
、

地
区
な
ど
を
伝
え
て
、　
料
金
や
収

集
日
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い

◦
左
表
の
粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店

で
料
金
分
の
粗
大
ご
み
処
理
券
を
購

入
、
処
理
券
に
氏
名
と
指
定
さ
れ
た

収
集
日
を
記
入
の
上
、
午
前
8
時
30

分
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い※
戸
建
住
宅
の
場
合
は
粗
大
ご
み
受

付
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
定
さ
れ
た
場
所

に
、
集
合
住
宅
は
指
定
の
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9

1
）
4
7
5
3
（
月
〜
金
曜
日
　
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
）

　日中の交通量や店舗への出入りを考慮し、舗装工
事は夜間に実施します。
　工事中は交通誘導員を配置し、車両は片側交互通
行となります。
期間　～ 12月下旬
※実工事日数は14日間程度です。
場所　下図の　　部分
■問　建設課建設班　内線3213

舗装修繕工事のお知らせ

秋 の 叙 勲・ 褒 章

　叙勲は国や公共に対し功労のあった人、社
会の各分野において優れた行いのあった人な
どに授与されるものです。
　褒章は社会や公共の福祉、文化などに貢献
した人などに授与されるものです。
【叙勲】
　瑞宝単光章
　板橋正典さん
　（元警視庁警部補・大松在住）
【褒章】
　緑綬褒章
　白井市手話サークル「梨の実」

◆
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
む
（
引
っ
越
し
で
出
た
ご
み
）

　
事
前
に
必
ず
市
環
境
課
で
「
搬
入

許
可
証
交
付
申
込
書
」
を
記
入
し
、

現
金
で
手
数
料
を
支
払
い
許
可
証
の

交
付
を
受
け
、
許
可
証
と
一
緒
に
印

西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7

6
（
4
6
）
2
7
3
2
（
平
日
　
午

前
9
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時
、

土
曜
日
　
午
前
9
時
〜
正
午
）

問
　
市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
8
・
9

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

市
民
活
動
ま
つ
り
2
0
1
0

〜
笑
顔
と
生
き
が
い
の
懸
け
橋
〜

　
市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
市
民
活
動
が
行
わ
れ
、

新
た
な
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
よ
り
多
く
の
人
に

イベント・体験・団体紹介・交流会

時間
内容

1階 3階

9：15 ～ 10：35 ― オープニング、団体紹介

10：45～ 11：20
南山中学校吹奏楽部による吹奏楽演奏
（ディズニーブロックバスターズほか）

スクエアダンスクラブ

11：25～ 11：50
ひまわり連によるソーラン踊り
（南中ソーランほか）

休憩所11：55～ 12：25
かたつむりによる大正琴演奏
（風がはこぶものほか）

12:30 ～ 13：10
ヴィヴァーチェによるハンドベル演奏
（クリスマスソングほか）

13:15 ～ 14：20
―

テーマ別意見交換会

14：20～ 14：40 うたごえ、フィナーレ

※3階休憩所は12：45までです。
展示・販売

時間
内容

1階 2階 3階

10：00～ 14：40

フラワーアレンジメント展
示、すいとん販売、そば販
売、喫茶たんぽぽ（軽食・
飲物）、きら梨（野菜販売）

茶・菓子・クッキー・竹
製品・ペットボトル飲販
売、ミニフリーマーケッ
ト、味噌汁無料配布

パークゴルフ体験、
キッズコーナー、
手作りおもちゃ
ほか

知
っ
て
も
ら
い
、
共
に
活
動
し
、
心

が
通
じ
合
う
地
域
社
会
を
作
る
た
め
、

市
民
大
学
校
と
連
携
・
協
働
し
て
市

民
活
動
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
28
日
㈰

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間
・
内
容

　
左
表
の
と
お
り

問
　
市
民
参
加
推
進
課
市
民
参
加
推

進
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2

↑↓昨年の市民活動まつり

2010.11.155



申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

〜
父
子
家
庭
も
児
童
扶
養
手
当
の
対
象
に
〜

　
児
童
扶
養
手
当
は
こ
れ
ま
で
母
子

家
庭
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、
法
改

正
に
よ
り
今
年
の
8
月
1
日
か
ら
父

子
家
庭
も
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
父
子
家
庭
は
法
改

正
に
伴
い
、
今
年
の
11
月
30
日
㈫
ま

で
に
申
請
を
し
、
審
査
の
結
果
受
給

対
象
者
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
8
月

分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

　
12
月
1
日
㈬
以
降
に
申
請
を
し
た

場
合
は
、
申
請
の
あ
っ
た
翌
月
分
か

ら
が
支
給
対
象
で
す
。

対
象
　

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
で
す
。

○
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
（
母
）

と
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

○
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童
（
公

的
年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族
補
償
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
）

○
父
（
母
）
が
重
度
（
国
民
年
金
の

障
害
等
級
1
級
程
度
）
の
障
害
に
あ

る
児
童

○
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

児童扶養手当所得限度額
扶養
親族数

請求者本人 扶養義務者
など全部支給 一部支給

0人 190,000円 1,920,000円 2,360,000円

1人 570,000円 2,300,000円 2,740,000円

2人 950,000円 2,680,000円 3,120,000円

3人以上 扶養親族数1人に付き38万円ずつ加算
※障害者控除など所得額から控除できるものが
あります。

い
児
童

○
父
（
母
）
か
ら
引
き
続
き
1
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
（
母
）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

○
そ
の
ほ
か
、
生
ま
れ
た
と
き
の
事

情
が
不
明
で
あ
る
児
童
　

所
得
制
限

　
申
請
者
（
母
・
父
な
ど
）
の
前
年

の
所
得
に
よ
り
、
支
給
月
額
が
異
な

り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　
申
請
者
の
父
母
な
ど
扶
養
義
務
者

が
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、
扶
養
義

務
者
の
所
得
も
審
査
対
象
で
す
。

手
当
月
額

【
児
童
1
人
の
場
合
】

全
部
支
給
　
4
1
、   

7
2
0
円

一
部
支
給
　
9
、   

8
5
0
円
〜
4
1
、

7
1
0
円

【
児
童
2
人
以
上
の
場
合
】

2
人
目
　
5
、
0
0
0
円
加
算

3
人
目
以
降

　
1
人
に
付
き
3
、
0

0
0
円

支
給
月

　
12
月
・
4
月
・
8
月
に
4
カ
月
分

を
ま
と
め
て
指
定
の
金
融
機
関
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
（
初
め
て
支
給
さ

れ
る
場
合
は
支
給
開
始
月
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）。

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

J
R
通
勤
定
期
乗
車
券

の
割
り
引
き

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
J
R

定
期
乗
車
券
を
3
割
引
き
で
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
児
童
扶
養
手

当
の
対
象
拡
大
に
伴
い
、
父
子
家
庭

の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
も
こ
の
割

り
引
き
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

有
効
期
間
　
1
年
（
更
新
可
能
）

対
象
者
　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

対
象
路
線
　
Ｊ
Ｒ
線

持
ち
物
　
印
鑑
、
写
真
1
枚
（
縦
4

㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）

定
期
乗
車
券
購
入
方
法
　
①
児
童
家

庭
課
に
申
請
し
、
特
定
者
資
格
証
明

書
と
特
定
者
用
定
期
乗
車
券
購
入
証

明
書
を
取
得
す
る

②
①
で
取
得
し
た
書
類
を
持
参
の
上
、

J
R
窓
口
で
購
入
。

申
・
問

　
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

　

見すごすな
　幼い子どもの

　SOS
～児童虐待防止推進月間～

　児童虐待の発生は依然として後を絶たち
ません。
　皆さんの周りで「虐待を受けている児童」
「虐待を受けていると疑われる児童」を発
見した場合は、ためらわずに110番通報な
どをお願いします。
　通報は匿名で受け付けます。
【緊急な場合】
110番☎または千葉県中央児童相談所☎
043（252）1152　（24時間）
【緊急ではない場合・相談など】　
白井市家庭児童相談室☎（497）3477、
印西警察署☎0476（42）0110

　妊婦さんと生後6カ
月までの赤ちゃんと
ママが気軽に立ち寄
れておしゃべりでき
る場所です。
　手作りおもちゃの
紹介や親子遊びなど
があります。友達づくりに来ませんか。
日時　12月1日㈬　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　妊婦、生後6カ月までの子とその保
護者
■問　健康課母子保健班☎（497）3495

Q
　
金
を
借
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
き
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

枠
を
現
金
化
し
ま
す
」
と
い
う
広
告

を
見
つ
け
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
商
品
を
購
入
す
れ
ば
購
入
代
金
の

8
割
を
業
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
申

し
込
み
を
し
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　       

（
30
代
・
男
性
）

A
　「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
は
現

金
を
持
た
ず
に
買
い
物
が
で
き
る
便

利
な
も
の
で
す
が
、
最
近
、
こ
の
利

便
性
を
悪
用
し
た
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
現
金
化
」
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
後
払

い
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
の
利
用
可
能
枠

を
換
金
す
る
目
的
で
利
用
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
手
口
は
事
例
の
よ
う

な
も
の
を
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
方

式
」
と
呼
び
、
ほ
か
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
買
い
物
を
す
れ
ば
商
品
を

買
い
取
る
と
い
う
「
買
い
取
り
屋
方

式
」
と
呼
ば
れ
る
2
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　
利
用
者
は
す
ぐ
に
現
金
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
後
で
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
で
そ
れ
よ
り
多

額
な
商
品
購
入
代
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
支
払

い
に
追
わ
れ
、
さ
ら
な
る
借
金
を
負

う
可
能
性
が
あ
り
、
多
重
債
務
に
陥

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
取
り
引
き
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
契
約
違
反
に
当
た
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
詐
欺
罪
な
ど
に
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
契
約
内
容
を
不
審
に
感
じ
た
り
断

り
切
れ
ず
に
利
用
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
相
談
室
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
相
談
室
　
内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階

相
談
室
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
金
化

136

農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

【
農
業
従
事
者
な
ら
誰
で
も
加
入
】

　
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
す
る
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

耐
震
診
断
相
談
会

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
を
教
訓
と
し
て
、
市
で
は
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
が
高
い
一

般
建
築
物
（
木
造
住
宅
）
を
対
象
と

し
た
、
簡
易
な
耐
震
診
断
相
談
会
を

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
1
階
環
境
コ
ー

ナ
ー
に
生
活
用
品
交
換
広
場
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
無
料
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
情
報
】

○
室
内
用
ゲ
ー
ジ
（
小
動
物
用
）

○
健
康
チ
ェ
ア
ー
（
子
供
用
）

○
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
6
〜
8
畳
用
）

○
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

○
犬
用
ゲ
ー
ジ
（
飛
行
機
輸
送
用
）

○
籐
製
カ
ー
ペ
ッ
ト

【
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報
】

○
子
ど
も
乗
せ
用
自
転
車

○
郵
便
受
　
　

○
赤
ち
ゃ
ん
用
の
手
押
し
車
　

○
ダ
ッ
ヂ
オ
ー
ブ
ン
（
深
鉄
鍋
）

○
ソ
フ
ァ
ー
（
1
人
・
2
人
用
）

○
ミ
ニ
耕
運
機
　
　

○
足
踏
み
ミ
シ
ン

○
自
転
車
（
27
㌅
）

○
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー

○
自
転
車
（
子
ど
も
と
一
緒
に
乗
れ

る
も
の
）

○
自
転
車
（
26
㌅
以
上
）

○
テ
レ
ビ
（
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
対
応
）

○
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
可
）

○
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ

ヤ
ー

○
電
子
ピ
ア
ノ
（
88
鍵
）

○
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
9
月
30
日
現
在
の
情
報
で
す
。

申
・
問

　
申
込
書
（
環
境
課
・
各
セ

ン
タ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

　

内
線
3
2
7
5
へ

行
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
危
険
性
が
あ
る
と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、
市
の
補
助
制

度
（
限
度
額
7
万
円
）
を
活
用
し
て
、

専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅

　
6
件
（
申
し
込
み
順
）

相
談
員
　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協

会
会
員

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
22
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
か

直
接
都
市
計
画
課
宅
地
建
築
班

　
内

線
3
2
3
3
へ

　子育て中の女性を対象にしたセミナーで
す。仕事を探す前に知っておきたい知識や
情報などをキャリアコンサルタントが具体
的に説明します。
日時　30日㈫　午前10時～午後0時30分
場所　文化会館中ホール
対象　子育て中で就職活動している女性　
20人（申し込み順）
内容　保育情報と役立つホームページの検
索方法、公共の職業訓練（資格取得など）、
求人情報の収集と使い方
保育　有り
講師　ちば仕事プラザ　キャリアコンサル
タント
■申・■問　保育の有無も併せて電話か直接、
商工振興課商工振興班　内線3242へ

　
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者

や
家
族
従
事
者
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
い
つ
で
も
脱
退
で
き
ま
す
。

【
積
み
立
て
方
式
で
安
定
し
た
財
政

運
営
と
保
険
料
の
選
択
】

　
将
来
受
給
す
る
年
金
は
自
ら
が
積

み
立
て
る
方
式
で
、
途
中
か
ら
保
険

料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
料
は
月
額
2
万
円
か

ら
6
万
7
千
円
ま
で
の
千
円
単
位
で

選
択
で
き
、
農
業
経
営
の
状
況
や
老

後
の
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
内
線
3

2
6
1
、
Ｊ
Ａ
西
印
旛
中
央
支
店
☎

0
4
7
6
（
4
8
）
2
2
1
0

生
活
用
品
交
換
広
場

〜
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
〜

女性のための 
再就職応援セミナー

マタニティ＆ベビーサロン・ 
いっぽいっぽ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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白井梨マラソン大会上位成績者

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㎞

親子ペア（小学生1
～ 3年男女）

岡本優星･将明
（山武市） 岡田葉萌･龍二 芦川宗毅･裕之 形本俊介･道継

小学生4～ 6年男子 相ノ谷圭悟
（野田市） 大月拓杜 横田有真 齋藤光規

小学生4～ 6年女子 西脇彩瑛子
（野田市） 米本華 福本爽帆 小林慧美

3㎞
中学生男子 村上明

（松戸市） 土屋勇人 清水誠也 加藤裕貴

中学生女子 西海花
（我孫子市） 福本颯香 飯塚千波 萩野春菜

5㎞

一般男子39歳以下 山﨑健太
（印西市） 伊藤雄史 高橋功樹 石井一真

一般男子40歳以上 星貴城
（船橋市） 林雄一 本橋章雄 山本義男

一般女子39歳以下 湊瑛穂
（船橋市） 金納史恵 山本実紀 平井恵美

一般女子40歳以上 小山奈津子
（習志野市） 飯塚幸枝 田中和子 仲田紀子

10㎞

一般男子29歳以下 加藤雄貴
（市川市） 本田健太 開発英洋 押田真吾

一般男子30 ～ 49歳
以下

伊藤育生
（船橋市） 中里直樹 鈴木健一 上竹智久

一般男子50歳以上 斉藤洋一
（埼玉県） 中川尚久 林雄一 宿野部広秋

一般女子29歳以下 仲田光穂
（千葉市） 橋一葉 渡辺早妃子 植松香奈子

一般女子30 ～ 44歳
以下

佐藤麻衣子
（埼玉県） 高岡香織 梶原信子 岡田歩

一般女子45歳以上 高梨浩子
（千葉市） 青山法子 石井蘭 野澤澄子

社
会
保
険
大
学
校
運
動

施
設
開
放
日

日
時
　
12
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
・
11

日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・

25
日
㈯
・
26
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
6
0

円
、
体
育
館
1
、
4
4
0
円
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
2
、
6
2
0
円
（
各
2
時
間

単
位
）

申
・
問

　
11
月
25
日
㈭
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3

6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
利
用
者

の
登
録
が
必
要
で
す
。

白
井
運
動
公
園

　
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
テ
ニ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
程
　
12
月
6
日
㈪
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス
・
時
間
　
A
コ
ー
ス
（
テ
ニ

ス
初
心
者
や
基
礎
を
習
い
た
い
人
向

け
）   

・
午
前
9
時
〜
11
時
　
B
コ
ー

ス
（
テ
ニ
ス
の
経
験
が
数
回
あ
る
人

や
初
心
者
で
も
運
動
経
験
の
あ
る
人

向
け
）   

・
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
参
加
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
が
12
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費

　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

②
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ッ
チ

日
時

　
12
月
13
日
㈪
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
6
組
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

参
加
費
　
2
、
5
0
0
円
（
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
①
は
12
月
3
日
㈮
、
②
は

12
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
参
加
費

持
参
の
上
、
直
接
白
井
運
動
公
園
☎ 

（
4
9
7
）
0
2
2
2
へ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成

講
座

　
市
で
は
、
近
年
の
健
康
志
向
に
よ

り
多
様
化
し
て
き
た
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
養
成
す

る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
白
井

市
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
修

了
証
を
交
付
し
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
65
歳
未
満
の
市
内
在
住
・
在

勤
者
で
、
指
導
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人
　
15
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

参
加
費

　
6
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
専
門
種
目
の
経
験
年
数
・

受
講
目
的
を
記
入
の
上
、
12
月
1
日

㈬
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3
4
3
4
へ

O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

イ
ベ
ン
ト

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
や
体
験
入
学
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
昼
食
に

は
運
営
委
員
の
手
作
り
豚
汁
と
お
に

ぎ
り
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
の
で
、

誰
で
も
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
20
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所
　
大
山
口
中
学
校
（
雨
天
の
場

合
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
種
目
の
み
中
止
）

内
容
　
紙
飛
行
機
の
製
作
と
試
験
飛

行
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ボ
ー

ル
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど

参
加
費
　
無
料

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4
、
O
N
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
担
当
　
国
島
☎
（
4
9
7
）
0

3
4
0

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

ゆめ半島千葉国体デモスポ行事
グラウンド・ゴルフ競技結果

　県北部市町の代表376
人が参加して、9月26日
に白井運動公園陸上競技
場で開催されました。
　各市町の代表選手がハ
イレベルな争いを繰り広
げる中で、白井市在住の
富園清治さんが男子3位
入賞、竹内秋子さんが女
子4位入賞、青井昭子さ
んが女子6位入賞という
優秀な成績を収めました。
■問　生涯学習課スポー
ツ振興班　内線3435

スポーツ指導者養成講座日程表
日程 時間 科目

12月12日㈰
午後1時～ 開講式・オリエンテーション

午後3時～
社会体育概論（生涯スポーツ概
論）

12月19日㈰ 午前9時～ 普通救命講習Ⅱ

1月9日㈰
午後1時～ スポーツ心理学
午後3時～ スポーツ指導論

1月16日㈰
午後1時～ スポーツ医学
午後3時～ スポーツ生理学

1月23日㈰ 午後1時～ テーピング講座

1月30日㈰
午後1時～

スポーツ傷害の予防と応急処置・
スポーツマッサージ

午後3時～ 実技

2月6日㈰
午後1時～ スポーツと健康

午後3時～
総合型地域スポーツクラブの育
成・閉講式

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

結
果

　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発

着
点
と
し
て
10
月
3
日
に
実
施
し
た

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
上
位
成
績

者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
外

の
2
、
9
2
5
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健

脚
を
競
い
な
が
ら
完
走
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
後
は
「
梨
の
里
し
ろ
い
」

自
慢
の
梨
を
試
食
し
、
渇
い
た
の
ど

を
潤
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

徳
本
上
人
と
白
井

　
徳

と
く
ほ
ん
し
ょ
う
に
ん

本
上
人
は
浄

じ
ょ
う
ど
し
ゅ
う

土
宗
の
僧
侶
で
、

江
戸
時
代
後
期
に
各
地
に
念
仏
を

広
め
た
こ
と
で
著
名
で
す
。

　
上
人
は
宝ほ

う
れ
き暦
8
年
（
1
7
5
8
）

に
現
在
の
和
歌
山
県
で
生
ま
れ
、

天て
ん
め
い明
4
年
（
1
7
8
4
）
に
出
家

し
て
徳
本
と
名
乗
っ
た
後
は
、
出

生
地
周
辺
の
山
中
で
念
仏
修
行
を

重
ね
ま
し
た
。
文
化
11
年
（
1
8

1
4
）
に
は
江
戸
に
下
っ
て
関
東

周
辺
で
の
布
教
に
務
め
、
同
15
年

（
1
8
1
8
）
に
61
歳
で
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
上
人
が
広
め
た
念
仏
は
、
木も

く
ぎ
ょ魚

と
鉦か

ね

を
激
し
く
打
ち
鳴
ら
す
独
特

な
ス
タ
イ
ル
の
た
め
徳
本
念
仏
と

呼
ば
れ
、
庶
民
か
ら
熱
狂
的
な
支

持
を
受
け
ま
し
た
。
上
人
の
行
く

先
に
は
説
教
を
聞
き
た
い
と
願
う

人
た
ち
が
大
勢
押
し
か
け
、
信
者

は
信
仰
を
形
で
表
す
た
め
にみ

ょ
う
ご
う

名
号

塔
（
正
面
に
「
名
号
」
が
刻
ま
れ

た
石
塔
）
を
造

ぞ
う
り
ゅ
う立
し
ま
し
た
。
そ

の
数
は
全
国
で
1
千
基
を
越
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
に
も
上
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る

名
号
塔
が
1
基
所
在
し
ま
す
。
場

所
は
白
井
第
一
小
学
校
の
校
門
と

木き
お
ろ
し
か
い
ど
う

下
街
道
を
挟
ん
だ
反
対
側
の
一

角
で
、
文
化
12
年
（
1
8
1
5
）

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
名
号
塔
に
つ
い
て
は
、
上

人
の
活
動
を
記
し
た
「
下
総
・
伊

豆
・
相
模
化け

や
く
り
ゃ
く

益
略
日
記
」
の
文
化

13
年
（
1
8
1
6
）
の
項
に
「
長

殿
村
伊
東
隼
人
願
ひ
に
て
名
号
石

建
有
之
、
此
御
開
眼
被
遊
、
此
名

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

号
石
原
中
に
在
り
瓦
葺
の
覆
有
之
、

弥
上
人
の
尊
き
事
敬
す
る
も
の
多

く
相
成
り
け
る
、
是
よ
り
白
井
村

藤
屋
八
右
衛
門
方
御
小
休
ミ
、
御

十
念
授
け
参
詣
群
衆
」
と
あ
り
、

長な
が
と
ろ殿
村
（
現
長
殿
地
区
）
の
伊い

と
う藤

隼は
や
と人
（
日
記
の
「
伊
東
隼
人
」
と

同
一
人
物
）
の
願
い
に
応
じ
て
名

号
塔
の
開
眼
供
養
を
行
っ
た
こ
と
、

白
井
宿
の
藤ふ

じ
や屋
で
小
休
止
を
し
た

際
に
群
衆
に
十
念
（
浄
土
宗
で
導

師
が
信
者
に
名
号
を
唱
え
て
仏
縁

を
得
さ
せ
る
こ
と
）
を
授
け
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
白
井
周
辺
で

も
上
人
へ
の
信
仰
が
深
く
、
招

し
ょ
う
へ
い聘

と
名
号
塔
造
立
へ
の
気
運
が
高
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
徳
本
上
人
に
関
わ
る
名
号
塔
は
、

名
号
が
流
れ
る
よ
う
な
独
特
な
書

体
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
下
に
「
徳

本
⊕
」
と
上
人
の
花か

お
う押
が
刻
ま
れ

る
こ
と
が
特
徴
で
、
こ
れ
は
各
地

の
名
号
塔
に
共
通
し
ま
す
。
市
に

所
在
す
る
名
号
塔
に
は
「
南な

む

あ
無
阿

弥み
だ
ぶ
つ

陀
佛
　
徳
本
⊕
」
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
徳
本
念
仏
へ
の
深
い

信
仰
は
衰
退
し
、
上
人
に
由
来
す

る
念
仏
講
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
在
は
名
号
塔
が
か
つ
て

の
信
仰
を
伝
え
る
記
念
碑
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

富園さんのプレー

第一小前の名号塔
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ン
タ
ー

　
持
ち
物

　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
2
・
3
枚
　
参
加
費

5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
18
日
㈭
ま
で
に
松
井
☎

（
4
9
1
）
4
6
5
6
へ

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
み
ん
な
で
作
ろ

う
！
借
金
に
頼
ら
な
い
暮
ら
し
」

　
当
日
は
無
料
法
律
相
談
会
を
併
せ

て
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
20
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
5
時

場
所
　
京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
（
千

葉
市
）　  

参
加
費
　
無
料

問
　
県
民
合
同
法
律
事
務
所
　
広
山

☎
0
4
3
（
2
2
4
）
9
6
2
2

◆
労
働
ト
ラ
ブ
ル
1
1
0
番

　
賃
金
の
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業

な
ど
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

電
話
や
面
談
で
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈷
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
千
葉
司
法
書
士
会
館

（
千
葉
市
）

問
　
相
談
専
用
電
話
☎
0
4
3
（
2

4
3
）
4
1
4
4
（
当
日
の
み
）　

そ
の
ほ
か
　
ち
ば
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
0
4
）

8
3
3
3

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
市
）　  

対
象
　
一
般
（
予

約
不
要
）　  

相
談
料
　
無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
N
P
O
法
人
ぬ
く
も
り
の
会
市
民

講
演
会
・
相
談
会

　  「
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
計
画
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
講
演
会
と
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
28
日
㈰
　
時
間
　
市
民
講
演

会
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　
相
談

会
　
午
後
3
時
〜
4
時
　
場
所
　
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
市
民
講
演
会
講

師
　
行
政
書
士

　
村
田
廣
行
さ
ん

　

◆
サ
ー
ク
ル
「
金
の
星
・
銀
の
星
」

七
宝
焼
体
験
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
伝
統
的
技
法
を
一
か

ら
勉
強
し
ま
す
の
で
、
未
経
験
の
人

で
も
自
信
を
も
っ
て
焼
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

子

育

て

駅  

桜  

子
育
て
サ
ロ
ン

①
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
マ
カ
ロ
ニ
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
24
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
2
歳
以
上
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

②
桜
台
セ
ン
タ
ー

　
ヨ
ガ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
心
を
リ
ラ

　ネイルを楽しみながら、子育てにつ
いて情報交換しませんか。
日時　12月7日㈫　午前10時15分～午後
0時30分
対象　2歳以上の子を育てている保護者　10人（申し込み順）
講師　資生堂　羽根井友美さん
■申　12月3日㈮までに電話か直接白井駅前センターへ

地球とお財布にやさしいお掃除
講座（大掃除編）
　年末の大掃除に向
けて、網戸や換気扇
の掃除について学ぶ
ことができます。参
加者にはEM廃油石鹸
やEM活性液をプレゼ
ントします。
日時　12月3日㈮　午後1時30分～ 3時30分
場所　福祉センター
対象　一般　25人（申し込み順）
参加費　無料
■申・■問　11月26日㈮までに電話か直接福祉
作業所☎（492）2096へ

複   子育てボランティア講座
　子育て中のパパやママの相談相手になったり、子ど
もの成長ををともに喜びあったり、子育てをサポート
するボランティア活動を始めてみませんか。
日程・時間・内容・講師　下表のとおり
対象　一般　10人（申し込み順）
■申　11月30日㈫までに電話か直接西白井複合センターへ

子育てボランティア講座日程表
日程 時間 内容 講師

12月3日㈮

午前10時～
正午

子育てボランテ
ィアの役割
～ボランティア
活動とは～

西白井複合セ
ンター職員・
ボランティア
センター職員

12月8日㈬

赤ちゃんの心を
育てよう
～スキンシップ
のすすめ～

健康課職員

12月16日㈭ 幼児虐待の現状
と地域の可能性 児童相談所職員

12月21日㈫
午前10時30
分 ～ 11時
30分

ボランティア主
催行事「おやこ
であそぼう」へ
の参加

ボランティア
団体「なごみ」

12月22日㈬ 午前10時～正午

児童館ボランテ
ィア活動報告
グループ討議

西白井児童館
ボランティア
団体

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

相
談
会
対
象

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
当
日
正
午
ま
で
に
細
川
☎

（
4
9
8
）
4
0
3
1
へ

◆
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　 

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
食
べ

方
・
暮
ら
し
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
や
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
3
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
け
付
け
　
午
前
9
時
30
分

〜
）　  

場
所

　
印
旙
合
同
庁
舎
（
佐

倉
市
）　 

対
象
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
　
30
人
　

講
演
会
講
師
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
を
持
つ
親
の
会
　
武
内
澄
子
代
表

申
・
問

　
11
月
19
日
㈮
ま
で
に
印
旙

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4

8
3
）
1
1
3
4
へ

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
師
走
の
ひ
と
と
き
、
朗
読
に
耳
を

傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
3
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

場
所

　
図
書
館
2
階
研
修
室

　
入
場

料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
も
え
ぎ
　
佐
藤
☎

（
4
9
2
）
6
2
2
4
へ

◆
手
賀
沼
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ

　
手
賀
沼
の
柏
地
区
、
我
孫
子
地
区

沼
南
地
区
、
下
手
賀
沼
地
区
の
4
カ

所
で
統
一
ク
リ
ー
ン
デ
イ
を
開
催
し

ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
行
動
す

る
こ
と
で
、
手
賀
沼
を
き
れ
い
に
し
、

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
作
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。

日
時

　
12
月
4
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

正
午
（
受
け
付
け

　
午
前
9
時
〜
、

小
雨
決
行
）　  

集
合
場
所

　
松
山
下

公
園
（
印
西
市
）

※
作
業
場
所
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
。

服
装

　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
手

袋
　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
参
加
者
の
氏
名
、
連
絡
先

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
沼
南
・
手
賀

沼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
　
山
木
☎
・
℻

0
4
（
7
1
9
1
）
7
5
6
8
へ

駅   子育てサロン
～プロが教えるネイル教室～

子育てサロン　保育ボランティア募集
　保育（2歳以上の子）の後に美容相談もできるので、この機
会に参加してみませんか。
日時　12月7日㈫　午前10時～午後0時30分
対象　一般　5人（申し込み順）
■申　12月5日㈰までに電話か直接白井駅前センターへ

ッ
ク
ス
し
、
体
を
ほ
ぐ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
12
月
2
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
で
子
育
て
中
の
保

護
者
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

保
育
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
①
は
11
月
21
日
㈰
、
②
は
11
月

28
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
各
セ
ン

タ
ー
へ

駅  

キ
ッ
ズ
映
画
会

　
こ
ど
も
人
形
劇
「
つ
る
の
お
ん
が

え
し
」
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
「
て
ぶ
く

ろ
を
か
い
に
」
を
見
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
26
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
30

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
25
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
12
月
1
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
で
平
成
21
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保

護
者
　
30
組
（
先
着
順
）

駅  

ね
ん
ね
さ
ん

　
ゆ
ら
ゆ
ら
ツ
リ
ー
を
作
っ
た
り
、

親
子
の
触
れ
合
い
遊
び
を
し
な
が
ら

情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
（
デ
ザ
ー
ト

付
き
）。

日
時

　
12
月
8
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者

　
16
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

　

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
12
月
9
日
㈭
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
で
平
成
21
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保

護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

申
　
12
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ク
リ
ス
マ
ス
会
＆

シ
チ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　
サ
ン
タ
さ
ん
も
来
ま
す
。

日
時
　
12
月
15
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

※
当
日
は
親
子
自
主
サ
ー
ク
ル
の
希

望
者
も
参
加
し
ま
す
。

持
ち
物
　
シ
チ
ュ
ー
皿
、
ス
プ
ー
ン
、

飲
み
物
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
上
履

き
　
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
な
ど
）

申
　
12
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

　ニュータウンを中心に活躍す
る音楽ユニット「はなみずき」
の楽器演奏を聞きながら星空を
楽しむ、大人向けのコンサート
です。
日時　12月5日㈰　午後1時30分
～ 2時50分
場所　プラネタリウム館
対象　一般　86人（申し込み順）
チケット代　300円
■申・■問　11月16日㈫から電話か
直接プラネタリウム館☎（492）
1125へ

星空ライブコンサート

音楽ユニット「はなみずき」の皆さん
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

高

齢

者

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載されていないものもありますので、児童
館だより（各センターにあります）や市ホー
ムページをご覧ください。

福  

福
祉
作
業
所
合
同
事
業

「
収
穫
祭
」

　
福
祉
作
業
所
で
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
て
、
大
学
芋
や
豚
汁
な
ど
を
手

作
り
し
て
販
売
し
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜

場
所

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

駅  

将
棋
大
会

　
初
心
者
も
大
歓
迎
、
体
験
も
で
き

ま
す
。

日
時
　
12
月
5
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
12
月
4
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
料
理
ラ
ン
ド

　
ク
レ
ー
プ
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

を
作
ろ
う
。

日
時
　
12
月
12
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

手
ふ
き
タ
オ
ル
・
上
履
き

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
代
）

申
　
11
月
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

社   心配ごと相談
　社会福祉協議会では、相談者の立場
に立って相談員が助言・支援する心配
ごと相談を行っています。毎月2回は
法律的見地からの解決方法を図るため、
顧問弁護士が来所しています。
　多重債務、相続、離婚、遺言、刑事
事件、借地、交通事故問題などで困っ
ている人は、気軽に相談してください。
日時　毎週水・金曜日　午前10時～正
午、午後1時～ 3時
※顧問弁護士来所日は、午前8時30分から社会福祉協議会窓口で
受け付けます。顧問弁護士来所日は、広報しろい1日号カレンダー
を確認してください。
対象　一般（先着順）
相談料　無料

シ  

第
二
の
人
生
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
〜
会
員
募

集
説
明
会
〜

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
へ
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕

事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
会
員
登
録
を
し
て
、

長
年
培
っ
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を

活
か
し
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た
め

に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
22
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
（
自
由
参
加
）

福  
生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

　
深
ま
る
秋
の
日
、
カ
ラ
オ
ケ
で
楽

し
い
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
24
日
㈬
　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料
　

申
　
23
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
せ
ん
が
み
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
知
ら
れ
ざ
る
ホ
タ
ル
の
ゆ
り
か
ご
、

先せ
ん
が
み神
谷
津
の
豊
か
な
湧
水
と
生
き
物

を
守
る
た
め
に
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
5
日
㈰

　
午
後
1
時
〜

4
時

　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ

ー
　
対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
先

着
順
）　  

基
調
講
演
　
千
葉
大
学
環

境
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン

タ
ー
　
近
藤
昭
彦
教
授
　
入
場
料
　

無
料

問
　
北
総
里
山
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
0

8
0
（
5
9
1
2
）
4
4
7
3

◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園「
緑
の
教
室
」

①
ク
ラ
フ
ト
教
室
〜
木
の
実
で
飾
る

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
〜

日
時
　
12
月
5
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象
　
一
般
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）

※
親
子
2
人
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費

　
1
、
2
0
0
円
（
材
料
費
）

②
冬
を
彩
る
葉
ボ
タ
ン
の
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時
　
12
月
9
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　
24

人
（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
3
、

0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
①
②
と
も
開
催
日
の
1
カ

月
前
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
直
接

県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎
0
4
7
6

（
4
7
）
4
0
3
1
へ

◆
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給

付
金
制
度

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
被
害

に
遭
っ
た
人
に
給
付
金
を
支
払
う
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
12
月
17
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者

支
援
室
☎
0
4
3
（
2
0
1
）
2
2

9
2

◆
平
成
23
年
度
千
葉
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

　
農
業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

す
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

選
考
期
日
　
A
日
程
　
1
月
12
日
㈬

B
日
程
　
3
月
1
日
㈫
　
選
考
場
所

千
葉
県
農
業
大
学
校
（
東
金
市
）

対
象
　
農
学
科
　
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
平
成
23
年
3
月
卒
業
見
込
み

の
人
　
A
日
程
30
人
、
B
日
程
10
人

研
究
科
　
都
道
府
県
の
農
業
大
学
校

の
農
学
科
な
ど
を
を
卒
業
ま
た
は
23

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
　
A
日
程

10
人
、
B
日
程
若
干
名
　
選
考
方
法

農
学
科

　
国
語
お
よ
び
農
業
科
学
基

礎
・
生
物
Ⅰ
・
化
学
Ⅰ
か
ら
1
科
目
、

面
接

　
研
究
科

　
作
物
学
・
園
芸
学
・

畜
産
学
・
農
業
経
営
学
か
ら
2
科
目

願
書
受
付

　
A
日
程

　
12
月
20
日
㈪

〜
1
月
5
日
㈬
　
B
日
程
　
2
月
9

日
㈬
〜
22
日
㈫

※
願
書
の
配
布
場
所
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
千
葉
県
農
業
大
学
校
☎
0
4
7

5
（
5
2
）
5
1
2
1

◆
こ
だ
ま
会
会
員
募
集

　
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
歌
を

う
た
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
　
午

前
10
時
〜
正
午

　
場
所

　
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー

　
月
会
費

　
5
0
0
円

問
　
氏
原
☎
（
4
9
1
）
4
1
2
0

◆
社
交
ダ
ン
ス
「
ひ
ま
わ
り
サ
ー
ク

ル
」
会
員
募
集

　
心
と
体
を
い
っ
ぱ
い
躍
動
さ
せ
て
、

若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

日
程
・
時
間

　
毎
週
金
曜
日
・
午
後

7
時
〜
9
時
45
分

　
毎
週
土
曜
日
・

午
後
1
時
〜
2
時
45
分

　
場
所

　
冨

士
セ
ン
タ
ー

　
入
会
金

　
1
、   

5
0

0
円
　
月
会
費
　
3
、  

6
0
0
円

問
　
河
村
☎
（
4
9
2
）
2
2
9
2

◆
白
井
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
「
レ

オ
タ
ー
ド
」
会
員
募
集

　
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
の
解
消
と
ス

ト
レ
ス
発
散
の
た
め
に
、
一
緒
に
楽

し
く
ダ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
7
時
〜

9
時
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
橘
☎
（
4
9
1
）
4
7
1
9

◆
鎌
ケ
谷
ジ
ュ
ニ
ア
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
員
募
集

　
初
心
者
も
大
歓
迎
、
初
回
は
無
料

体
験
も
で
き
ま
す
。
全
国
大
会
を
目

指
し
て
一
緒
に
頑
張
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
土
・
日
曜
日

　
午
前
9

時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
鎌
ケ
谷
市

立
北
部
小
学
校
ほ
か

　
月
会
費

　
2
、

0
0
0
円

問
　
鎌
ケ
谷
ジ
ュ
ニ
ア
☎
0
8
0

（
6
8
1
8
）
0
0
9
2
・

 k
a

m
a
g
a
y
a
_
jb
c
@
y
a
h
o
o
.

co.jp

◆
太
極
白
井
会
員
募
集

　
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
、

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も

で
き
ま
す
。

日
時

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
月

会
費

　
2
、   

5
0
0
円

問
　
藤
野
☎
（
4
4
3
）
3
7
8
1

複  

花
と
楽
し
む
講
座

　
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
作
品
を
作
り

ま
し
ょ
う
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
付
き
）。

日
時
　
12
月
2
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
は
さ
み
、
は
さ
み
を
置
く

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
、
エ
プ

ロ
ン

公   クリスマス特別講座
　すてきなクリスマスを迎えるための準備をしませんか。
①テーブルコーディネート講座「クリスマスディナーを素敵にコーディネート」
日時　12月3日㈮　午前10時～正午
対象　一般　20人（申し込み順）
②クリスマスケーキ作り「ガトーショコラでクリスマス」
日程　12月10日㈮　午前10時～正午
対象　一般　16人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角きん、マスク、持ち帰り用の入れ物
参加費　500円（材料費）
③ラッピング講座「クリスマスプレゼントを私らしくラッピング」
日程　12月17日㈮　午前10時～正午
対象　一般　20人（申し込み順）
参加費　500円（材料費）
■申　①は11月26日㈮、②は12月3日㈮、③は12月10日㈮までに電話か直接公民
センターへ

参
加
費

　
1
、
2
0
0
円
（
材
料
費

な
ど
）

申
　
11
月
24
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
へ

福  

34
歳
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア
相
談
会

　
初
め
て
の
就
職
や
転
職
に
向
け
て
、

採
用
者
の
目
を
引
く
実
践
的
な
履
歴

書
の
書
き
方
を
プ
ロ
が
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

日
時
　
12
月
4
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
・

10
時
〜
・
11
時
〜
・
午
後
1
時
〜
・

2
時
〜
・
3
時
〜
（
各
回
45
分
間
）

対
象
　
各
回
6
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

講
師
　
実
践
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
研

究
会
　
遠
藤
雅
子
さ
ん
、
松
澤
洋
志

さ
ん

参
加
費

　
無
料

申
　
30
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

複  

女
性
の
中
華
料
理
教

室
〜
さ
わ
や
か
な
中
華
料

理
（
彩
食
健
美
）
を
！
〜

　
中
国
の
本
格
的
な
お
せ
ち
料
理
2

品
の
試
食
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
12
月
12
日
㈰
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
女
性
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

メ
ニ
ュ
ー

　
海
老
チ
リ
・
揚
げ
ワ
ン

タ
ン
・
ワ
ン
タ
ン
ス
ー
プ
・
杏
仁
豆

腐
・
ラ
イ
ス

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
7
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ
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栄
養
を
考
え
よ
う

　
皆
さ
ん
は
、
毎
日
の
食
事
が
楽
し

み
で
す
か
。
食
事
は
、
体
に
必
要
な

栄
養
素
を
取
る
た
め
に
必
要
で
す
が
、

ま
ず
は
楽
し
く
お
い
し
く
食
べ
た
い

で
す
ね
。

　
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
独
居
の
高

齢
者
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
思
う
よ
う
に
買
物
も
行
け
ず
、

　皆さんはこの野菜を何だと思いますか。夏
野菜のひとつでもある「ナス」だとわかりま
したか。
　このナスは、趣味で野菜づくりをしている
神々廻在住の渡邉武さんの家の庭先でできた
ものです。面白い形のナスですよね。
　今年の夏の異常な暑さの中を「負けないぞ」
とガッツポーズをしているように見えるこの
ナスの形は珍妙。
　渡邉さんは両脇の部分が牛の角に見えたと
のことです。「牛のようなナスができた」と連
絡を受けた私たちは、早速取材に向かいました。
　なるほど、牛の角にも見えますし、皆さんは、
この「ナス」いったい何に見えますか。
　渡邉さんは「こんな面白い形をした野菜はなかなかできないだろ、めずら
しいので見て欲しくてな」と、ほがらかに話してくれました。
　

55

ボランティアグルー
プ緑の風

み ん な の ひ ろ ば

おもちゃの図書館ぐりん・ぐりんのおもちゃたち

介 

護 

予 

防

き
ょ
う
か
ら
始
め
る

8

日
の
リ
ズ
ム
を
作
る
上
で
大
切
）

③
食
事
は
楽
し
く
取
る
事
を
心
が
け

る
（
な
る
べ
く
家
族
や
仲
間
と
食
事

を
す
る
こ
と
が
大
切
）

④
主
食
を
忘
れ
ず
に
取
る
（
米
・
め

ん
類
・
パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
は
1

日
を
活
動
的
に
過
ご
す
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
）

⑤
主
菜
を
し
っ
か
り
取
る
（
肉
・
卵
・

魚
・
大
豆
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
は
1

日
に
3
種
類
は
取
る
）

⑥
乳
製
品
を
毎
日
取
る
（
体
に
合
わ

な
い
人
は
無
理
を
し
な
い
程
度
に
）

⑦
そ
し
ゃ
く
・
嚥え
ん
げ下
機
能
に
合
っ
た

食
べ
方
を
す
る
（
か
む
力
や
飲
み
込

む
力
が
低
下
し
た
人
は
、
お
か
ゆ
に

し
た
り
、
細
か
く
刻
ん
だ
り
、
と
ろ

み
を
つ
け
た
り
し
て
食
べ
方
を
工
夫

す
る
）

問
　
高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

秋
の
雨
神
お
わ
す
か
に
杜
煙
る

秋
の
風
葉
音
の
中
の
羽
音
か
な

秋
夕
焼
ビ
ル
が
影
絵
と
な
り
に
け
り

網
目
よ
り
銀
鱗
こ
ぼ
れ
素
十
の
忌

有
の
実
や
守
り
抜
い
た
る
水
と
土

田
舎
汁
ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
ク
の
隠
し
味

色
変
へ
ぬ
松
に
添
ひ
立
つ
金
字
の
碑

う
ね
る
と
も
そ
よ
ぐ
と
も
な
き
枝
垂
れ
萩

雲
上
や
月
幽
玄
に
か
か
り
あ
り

枯
れ
野
原
哀
れ
巨
悪
の

る
果
て

高
層
の
煙
る
灯
り
や
秋
時
雨

子
守
唄
障
子
の
穴
に
母
の
声

さ
つ
ま
い
も
渡
す
も
受
く
も
皆
笑
顔

時
空
越
え
気
ま
ま
旅
す
る
夜
長
哉

す
す
き
た
で
一
葉
つ
ゞ
に
心
寄
せ

袖
掠
め
音
な
く
落
つ
る
木
の
葉
髪

天
高
し
我
も
以
た
よ
な
爽
快
さ

東
葛
の
郷
土
史
会
や
秋
巡
る

遠
き
日
の
幼
な
に
か
え
る
花
野
か
な

独
り
居
の
窓
部
に
憐あ
わ

し
秋
の
風

冬
の
使
者
み
や
げ
は
異
土
の
空
と
風

米
寿
祝
ぐ
祝
詞
賜
は
る
良
夜
か
な

虫
の
音
に
い
つ
し
か
合
は
す
眠
り
か
な

山
も
み
じ
共
に
茶
を
添
え
秋
を
飲
み

夜
長
月
連
理
の
枝
や
亡
夫
の
夢

ア
ラ
ブ
に
も
販
路
拡
げ
し
枝
豆
の

　
　
　

夢
を
紡
ぐ
は
北
國
の
人    

憂
え
ご
と
あ
り
て
遺
影
み
る
わ
れ
に

　
　
　

物
言
ひ
た
げ
な
唇くち
も
と
あ
わ
れ  

折
紙
が
羽
摶
く
様
に
白
鷺
は

　
　
　

止
ま
り
止
ま
り
飛
べ
り
ニ
重
川

虐
待
に
て
引
取
り
し
子
が
半
数
と

　
　
　

世
の
現
実
を
養
護
園
に
見
つ

コ
ス
モ
ス
も
彼
岸
花
を
も
見
え
ぬ
身
は

　
　
　

金
木
犀
の
か
ほ
り
ひ
た
待
つ

台
風
の
去
り
し
海
原
秋
め
き
て

　
　
　

五
浦
の
浜
に
松
風
を
聞
く

男
性
の
外
人
キ
ャ
デ
ィ
ら
も
伴
な
ひ
て

　
　
　

日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
今
ぞ
た
け
な
は

古
街
そ
れ
も
か
つ
て
の
都
な
ら

　
　
　

あ
る
風
情
が
漂
っ
て
い
る

ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
も
楽
し
き
遠
く
ま
で

　
　
　

連
れ
行
き
く
る
る
旅
番
組
は 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
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〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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冨
士　
　
　

福
加　

将
之

西
白
井　
　

山
本　

幸
恵

冨
士　
　
　

福
加
あ
け
み

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

七
次
台　
　

榎
本　

正
夫

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

堀
込　
　
　

山
川　

純
子

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

冨
士　
　
　

染
谷　

英
人

清
水
口　
　

池
川　
　

悟

根　
　
　
　

阿
久
津
幸
子

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

南
山　
　

  

齊
藤
眞
一
郎

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

神
々
廻　
　

高
橋
勲
次
郎

冨
士　
　
　

今
野　

吉
信

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

清
水
口　
　

柴
垣　

正
徳

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

池
の
上　
　

関
根　

千
浪

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

根　
　
　
　

印
南　

満
子

簡
単
な
食
事
を
し
て
い
た
よ
う
な
の

で
給
食
の
配
達
制
度
の
利
用
を
す
す

め
た
と
こ
ろ
、
食
事
そ
の
も
の
が
楽

し
み
に
な
り
、
配
達
を
し
て
く
れ
る

人
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
毎
日
の
給

食
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
人
は
食
事
を
取

る
の
で
し
ょ
う
か
。「
お
な
か
が
減

る
か
ら
」「
元
気
に
生
き
る
た
め
」「
な

ん
と
な
く
」
な
ど
。
皆
さ
ん
は
ど
う

で
す
か
。

　
食
事
も
た
だ
取
れ
ば
い
い
の
で
は

な
く
、
内
容
を
考
え
な
い
と
体
を
壊

す
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
食
事

か
ら
取
っ
た
栄
養
素
は
体
を
作
る
の

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食
事
か
ら
取
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
の
量
が

少
な
い
と
筋
肉
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

補
わ
れ
て
し
ま
い
、
体
が
弱
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
偏
食
な
ど
も
多
く
な
る

と
、
自
分
で
は
気
が
付
か
な
い
う
ち

に
栄
養
素
が
不
足
し
た
状
態
と
な
り

低
栄
養
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

低
栄
養
に
な
る
と
筋
肉
の
量
が
減
っ

て
筋
力
が
低
下
し
「
抵
抗
力
が
な
く

な
る
」「
や
る
気
が
な
く
な
る
」「
転

倒
し
や
す
く
な
る
」「
病
気
の
回
復

力
が
弱
く
な
る
」
な
ど
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
元
気
に
生
活
を
す
る
に
は
バ
ラ
ン

ス
良
く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
食
べ
過
ぎ
る
と
消
化
も
低
下

す
る
の
で
「
腹
8
分
目
」
や
次
の
点

を
心
掛
け
低
栄
養
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
欠
食
を
し
な
い
（
食
事
を
抜
く
と

1
日
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
タ
ン

パ
ク
質
を
補
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
）

②
食
事
の
時
間
を
正
し
く
す
る
（
食

事
を
規
則
正
し
く
取
る
こ
と
は
、
1

この野菜、何にみえますか

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ

ガッツポーズをしているよう

　南山在住の奥崎喜久さん（72
歳）は現役のスキー選手ですが、
教育ジャーナリストや経済評論
家としても活躍しています。
　今年9月に行われた世界マス
ターズスキー選手権ニュージー
ランド大会には日本代表として
大回転と回転の2種目に出場し、
銅メダルを獲得しました。
　競技スキー歴は中学時代から
とのことですが「社会人になっ

てからは主に指導員をしていたため競技には力を注いでいなかったけれど、
30代になって、1973年に日本人では初のアラスカのマッキンリー氷河を滑
降するなどの挑戦をしました。その後、さまざまな大会にチャレンジし、全
日本社会選手権大会や全日本実業団選手権大会で優勝、さらに全日本マス
ターズ選手権には県代表として連続出場、読売杯にも一昨年から2年連続出
場し優勝しましたが今年は2位でした」と話してくださいました。
　奥崎さんはいくつになっても「年だからは禁句」と言います。「リタイヤ
しても何かにチャレンジしてほしいという気持ちを皆さんに訴えていきたい
し、自分の人生観は常に『文武両道』でいたい」とのことです。

世界マスターズスキー選手権大会「銅」

　平成3年5月から「環境・生涯学習ボラ
ンティア」として活動を始めました。当時
の私たちは子育ての真っ最中であったため、
全員で保育担当と講座運営担当に分かれ講
座を開催していました。
　現在は、平成12年から始めた家にある廃
材を利用した「手作りおもちゃ教室」（白
井駅前センター）、平成13年から始めた障
害児親子などの交流の場「おもちゃの図書
館ぐりん・ぐりん」（子ども発達センター）、
子育て支援として平成20年に立ち上げた
「おもちゃの広場」（子育て支援センターふ
れんど）を中心に活動しています。
　最近では木のおもちゃを使ったゲームな
どを「白井脳いきいき教室」で高齢者にも
楽しんでもらっています。
　皆さん、遊びに来てください。
手作りおもちゃ教室　毎月最終火曜日
おもちゃの図書館ぐりん・ぐりん　毎月第
２木曜日
おもちゃの広場　毎月第２月曜日
■問　鶴岡☎（491)8704

世界マスターズ選手権大回転競技で滑降する奥崎さん


